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中津川市の放課後子ども教室 

  「地域のよさを生かした教室運営と 

         地域・学校との連携」 

 

 

   
中津川市文化スポーツ部 生涯学習スポーツ課  小池 孝子 

平成２５年度放課後子どもプラン市町村担当者研修会 実践発表 
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岐阜県東南端部 

人口   約８万人 

平成１７年 １市７町村が合併 
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①目的・理念 
 

・地域の子どもを対象として、放課後に安全・ 

 安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、 

 地域の教育力を集結し、子ども達と勉強やス  

 ポーツ・文化活動等を地域ぐるみでおこなう。 
 

・放課後の児童の「健全な生活」と、親の 

「就労と子育ての両立の支援」をおこなう。 
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②特徴 
 

・自由活動型の教室 

 

・小規模学校での開設 

 

・年間２００日以上の開催（３教室） 
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http://www.flopdesign.com/download/arrow_speech_cart/pages/Arrow2_163.html
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下野 田瀬 高山 阿木 

開設年度 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ24 Ｈ24 

開設場所 小学校体育館 区民会館 
生活改善 

  センター 
小学校 
空き教室 

実施日数 
（Ｈ24年度） 

235日 
（平日・夏・冬） 

203日 

（平日） 

213日 

（平日・夏） 

17日 

（夏・春） 

登録児童 
（全校生徒） 

36 
（78） 

9 
（44） 

17 
（79） 

23 
（123） 

登録 
サポーター 4 9 6 7 

参加費用 6,000円/月 2,000円/月 2,000円/月 500円/日 
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はじまり 

  「下野放課後くらぶ」の場合 

 

家庭教育 

学校教育 

社会教育 

地域教育 
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活動内容 
 児童は『クラブの約束』を守りながら、宿題や読書、四季折々の行事、
自由遊び等を実施。サポーターは『指導員の心得』を徹底している。 

 

クラブの約束 
  （１）あいさつをしよう 〔ありがとう、ごめんなさい〕 
  （２）ルールをまもりましょう 〔クラブを離れる時は指導員に言っ 
        てから、相手の嫌がることはしない、物を大切にする、 
        おもちゃやゴミを片付ける〕 

 

指導員の心得 
  （１）施設・遊具の安全 〔不審者・災害・交通事故の発生の対応〕 
  （２）安心 〔守秘義務（個人の健康面や友人関係）、 
             予防に心がける、仲良く遊ぶ指導をする〕  
  （３）事務 〔活動記録・日誌の記帳〕 
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クラブの１日 

  1.手洗い・うがい 2.宿題 3.おやつ 

  4.遊び 5.掃除 6.お迎え 
お楽しみ会（四季折々の活動） 

  春 ひな祭り、お花見、端午の節句 

  夏 七夕 

  秋 落ち葉、木の実拾い、紅葉狩り 

  冬 クリスマス会、雪遊び、たこあげ 
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課題 

  ・コーディネーターの不在 

  ・サポーター不足 

    →研修等の開催 
 

  ・少子化 

    学校の統廃合 

    教室存続の危機     
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これから・・・ 
 

  ・クラブとの調整・連携 

   

  ・プログラム型の教室の開催 
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 おわり 

 

「地域のよさを生かした教室運営と 

       地域・学校との連携」 
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